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レ
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寄
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イ
ン
ド
経
済
は
ト
イ
レ
次
第

よ
じ
む
ら
　
　
か
ず
な
り

吉
村
　
和
就

解
勤

狂

蹂
ン
選

イ
ン
ド
の
ナ
レ
ン
ド
ラ

・
モ
デ
ィ
新
首
相
の
来
日
で
日
本
の
経
済
界
は
、
大
い
に
湧
き
た
っ
た
。
今
後
十
二

億
人
を
超
え
る
大
き
な
市
場
に
期
待
を
示
し
た
の
だ
。

だ
が
、
そ
こ
に
は
日
本
人
が
誰
も
考
え
も
し
な
か
っ
た
、
ま
た
マ
ス
コ
ミ
が
報
道
し
な
い
イ
ン
ド
国
内
の
大

き
な
問
題
が
存
在
す
る
、
そ
れ
は
カ
ー
ス
ト
制
度
に
よ
る
ト
イ
レ
問
題
で
あ
る
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ

（世
界
保
健
機
関
）

の
調
べ
に
よ
る
と
、
イ
ン
ド
人
口
十
二
億
人
の
半
数

（約
六
億
人
）
は
、
家
の
中
に
ト
イ
レ
が
な
い
暮
ら
し
を

し
て
い
る
「
人
間
に
と
り
最
も
基
本
的
な
排
泄

・
排
便
が
出
来
な
い
た
め
に
、
イ
ン
ド
国
民
の
半
数
六
億
人
が

安
全
な
衛
生
状
態
に
無
く
、
健
康
問
題
は
も
ち
ろ
ん
、
さ
ら
に
教
育
の
機
会
が
失
わ
れ
、
職
場
で
の
行
動
が
左

右
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
の
全
国
民
が
安
心
し
て
使
え
る
ト
イ
レ
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
、
イ
ン
ド
経
済
の
発

展
に
と
り
必
須
な
の
で
あ
る
。

国
民
の
半
分
六
億
人
は
、
家
の
中
に
ト
イ
レ
が
な
い

特
に
子
供
や
婦
女
子
は
過
酷
な
ト
イ
レ
環
境
に
直
面
し
て
い
る
。
村
落
の
端
に
あ
る
茂
み
や
窪
地
が
野
外
ト

イ
レ
で
あ
り
、
早
朝
や
日
が
暮
れ
て
か
ら
用
を
足
し
て
い
る
。
こ
の
時
が
最
も
危
な
く
、
ト
イ
レ
周
辺
に
群
が

る
若
者
に
よ
る
集
団
レ
イ
プ
が
横
行
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
危
険
を
避
け
る
た
め
に
用
を
足
す
の
を
長
時
間
我

慢
し
、
ま
た
集
団
で
の
排
便
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
村
で
は
明
け
方
、
百
人
以
上
の
婦
女
子
が

一
個

の
ト
イ
レ
に
並
ぶ
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
（イ
ン
ド
の
ト
イ
レ
事
情
を
調
査
し
た
非
政
府
組
織

（
Ｎ
Ｇ

Ｏ
）
「
ウ
オ
ー
タ
ー
エ
イ
ド
し

ま
た
報
告
書
で
は
、
婦
女
子
の
場
合
は
、
危
険
防
止
の
為
に
、
必
ず
見
張
り
役
と

一
緒
に
二
人
で
行
く
こ
と

を
推
奨
し
て
い
た
が
、
五
月
二
十
日
の
Ａ
Ｆ
Ｐ
電
に
よ
る
と

「今
年
五
月
二
十
八
日
早
朝
、
イ
ン
ド
北
部
の
村

で
五
人
の
男
に
集
団
レ
イ
プ
さ
れ
た
十
代
の
少
女
二
人
が
、
本
に
首
を
つ
つ
た
状
態
で
死
亡
し
て
い
る
の
が
見

つ
か
っ
た
。
ク少
女
ら
が
自
殺
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
犯
人
た
ち
が
レ
イ
プ
後
に
口
封
じ
の
た
め
に
二
人
の
首

を
つ
る
し
た
の
か
は
い
ま
だ
判
明
し
て
い
な
い
紅

と
伝
え
て
い
る
。
凶
悪
な
レ
イ
プ
事
件
は
、
イ
ン
ド
社
会

が
抱
え
る
深
い
聞
で
あ
り
、
カ
ー
ス
ト
制
度
や
異
常
な
る
男
尊
女
卑
が
も
た
ら
す
恐
る
べ
き
因
習
で
あ
る
。

ト
イ

レ

の
あ

る
学

校

は

四
〇

％

二
〇

一
二
年
イ
ン
ド
最
高
裁
は
、
イ
ン
ド
の
金
学
校
に

「
六
か
月
以
内
に
ト
イ
レ
の
設
置
と
安
全
な
水
を
用

意
す
る
よ
う
に
」
命
じ
た
が
、
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な
い
。
現
在
、
校
内
に
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
学

校
は
約
四
〇
％
で
あ
り
、
残
り
は
す
べ
て
野
外
ト
イ
レ

（空
き
地
や
草
む
ら
）
で
あ
る
。
排
使
は
当
然
飲
料
水

源
で
あ
る
川
や
地
下
水
を
汚
染
し
、
コ
レ
ラ
や
赤
痢
、
皮
膚
病
が
蔓
延
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
の
乳
幼
児
の
約
四

割
が
、
水
に
由
来
す
る
伝
染
病

（下
痢
を
起
こ
す
病
原
菌
）
に
よ
り
栄
養
失
調
に
陥
っ
て
い
る
。
ト
イ
レ
問
題

は
ヽ
困
窮
す
る
イ
ン
ド
の
地
方
部
が
多
く
抱
え
る
社
会
開
発
問
題
の
う
ち
の

一
つ
に
過
ぎ
な
い
。
社
会
イ
ン
フ

ラ
の
未
整
備
に
よ
り
、
多
く
の
県
の
村
々
に
電
気
が
通
る
の
は
毎
日
二
、
三
時
間
程
度
、
も
ち
ろ
ん
安
全
な
水
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も
無
く
、
未
舗
装
の
泥
道
に
は
汚
水
や
下
水
が
そ
の
ま
ま
流
れ
て
い
る
。

イ
ン
ド
の
発
展
は
ト
イ
レ
次
第

イ
ン
ド
の
ジ
ャ
ワ
ハ
ル
ラ
ー
ル

・
ネ
ー
ル
初
代
首
相
が
、
就
任
演
説

（
一
九
四
八
年
八
月
）
の
後
、
取
材
記

者
団
か
ら

「祖
国
イ
ン
ド
が
発
展
す
る
時
は
？
」
と
聞
か
れ
た
時

「我
が
国
が
発
展
す
る
時
は
、
全
世
帯
に
ト

イ
レ
が
設
置
さ
れ
た
時
だ
」
と
答
え
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
六
十
六
年
経
っ
た
今
も
、
ト
イ
レ
問
題
は
遅
々
と
し

て
進
ん
で
い
な
い
。

モ
デ
ィ
新
首
相
は
、
そ
の
選
挙
戦
で

「寺
院
よ
リ
ト
イ
レ
を
」
と
主
張
し
、
さ
ら
に
二
〇

一
四
年
八
月
の
就

任
演
説
で

「
五
百
万
箇
所
の
事
務
所
に
は
百
日
以
内
に
必
ず
ト
イ
レ
を
作
る
」
よ
う
に
命
じ
て
い
る
が
、
こ
れ

は

一
日
五
万
個
の
ト
イ
レ
を
作
る
こ
と
で
あ
り
、
当
然
不
可
能
と
み
ら
れ
て
い
る
。

仮
に
で
き
た
と
し
て
も
、
糞
尿
の
流
れ
込
む
下
水
道
も
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。

誰
が
糞
尿
を
処
理
し
て
き
た
の
か
…
…
ダ
リ
ツ
ト

（不
可
触
民
）
の
存
在

イ
ン
ダ
ス
文
明
時
代
か
ら
、
歴
史
的
に
糞
尿
を
手
で
処
理

・
処
分
し
て
き
た
の
が
、
「
不
可
触
民
と
言
わ
れ

る
ダ
リ
ッ
ト
」
で
あ
る
。
カ
ー
ス
ト
制
度
の
最
下
位
、
ま
た
は
カ
ー
ス
ト
制
度
外
に
位
置
付
け
ら
れ
、
読
ん
で

字
の
如
く

「触
れ
る
こ
と
も
、
見
る
こ
と
も
、
近
づ
く
こ
と
も
、
そ
の
声
さ
え
聴
い
て
は
い
け
な
い
」
と
さ
れ
、

不
可
触
民
は
人
目
に
付
か
ぬ
よ
う
に
暮
ら
し
て
い
る
．
グ
リ
ッ
ト
の
中
に
も
階
位
が
あ
り

「接
触
す
る
物
体
の

清
浄
や
不
浄
の
度
合
い
に
よ
る
」
と
定
め
ら
れ
、
械
れ

（け
が
れ
）
の
度
合
い

「
死
、
産
、
血
、
体
か
ら
の
分

泌

（糞
尿
と

で
区
分
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
階
位
は
、
す
べ
て
世
襲
制
で
あ
り
、
汚
物
清
掃
人
は
、
死
ぬ
ま
で

そ
の
職
に
つ
い
て
い
る
と
も
言
わ
れ
、
当
然
、
そ
の
階
位
や
職
か
ら
抜
け
出
そ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
上
位
の

ダ
リ
ツ
ト
か
ら
制
裁

（殺
人
、
暴
力
、
レ
イ
プ
、
食
糧
の
没
収
な
ど
）
を
受
け
、
再
び
、
そ
の
職
に
留
ま
る
と

も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
汚
物
清
掃
人
の
内
、
賃
金
を
得
て
い
る
者
は
少
な
く
ハ
ロ
の
前
に
投
げ
出
さ
れ
た
食
べ

残
し
や
古
着
で
暮
ら
し
て
い
る
。
（彼
ら
に
触

っ
て
は
い
け
な
い
か
ら
投
げ
出
す
）
ト
イ
レ
の
清
掃
方
法
は
、

毎
日
二
十
軒
近
く
を
回
り
、
糞
尿
受
け

（オ
マ
ル
）
を
運
び
だ
し
、
糞
尿
を
近
く
の
革
む
ら
や
川
に
放
り
、
ま

た
ト
イ
レ
内
の
檜
の
水
や
水
道
ホ
ー
ス
で
ト
イ
レ
室
内
を
清
掃
す
る
の
で
あ
る
。
当
然
、
毎
日
直
接
糞
尿
に
触

る
こ
と
に
よ
り
健
康
被
害

（下
痢
、
皮
膚
病
、
肝
炎
や
不
明
の
病
気
）
に
掛
か
り
死
亡
す
る
ダ
リ
ッ
ト
も
多
い
。

糞
尿
の
処
分
だ
け
で
は
な
く
、
死
体
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
廃
棄
物
処
理
も
ダ
リ
ッ
ト

（不
可
触
民
）
の
手
で
行
わ

れ
、
そ
れ
で
生
計
を
立
て
て
い
る
。

ダ
リ
ッ
ト

（不
可
触
民
）
は

一
億
六
千
万
～

一
億
八
千
万
人
？

イ
ン
ド
政
府
の
統
計

（
一
九
九

一
年
）
で
は
、
全
人
口
の

一
六

・
四
八
％
、
ま
た
二
〇
〇

一
年
の
国
勢
調
査

で
は

一
億
七
千
九
百
万
人
と
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
グ
リ
ッ
ト
は
、
殆
ど
が
路
上
生
活
者
、
ま
た
は
前
に
述
べ

た
よ
う
に
人
目
を
避
け
て
暮
ら
し
て
い
る
人
々
な
の
で
、
数
値
の
正
確
さ
は
期
待
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
下
層

ダ
リ
ツ
ト
に
対
す
る
犯
罪
、
二
〇
〇
二
年
に
三
万
三
千
五
百
七
件
あ
っ
た
が
、
殆
ど
が
有
罪
に
な
っ
て
い
な
い
。

つ
ま
り
人
間
と
し
て
の
扱
い
は
さ
れ
ず
、
上
位
の
カ
ー
ス
ト
に
よ
る
い
か
な
る
犯
罪
行
為
も
許
さ
れ
て
き
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

カ
ー
ス
ト
制
度
は

一
九
五
〇
年
に
イ
ン
ド
憲
法
で
禁
止

カ
ー
ス
ト
制
度
は
、
イ
ン
ド
憲
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
歴
代
の
首
相
は
、
繰
り
返
し
、
カ
ー
ス
ト
制

度
の
禁
上
を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
都
市
部
は
と
も
か
く
、
地
方
で
は
根
深
く
社
会
の
慣
行
と
し
て
残
っ
て
い

る
。
な
ぜ
カ
ー
ス
ト
制
度
が
な
く
な
ら
な
い
の
か
、
イ
ン
ド
で
は
国
民
の
七
割
が
ヒ
ン
ズ
ー
教
で
あ
り
、
ヒ
ン

ズ
ー
教
を
支
え
て
い
る
の
は
、
世
界
で
も
有
名
な
身
分
制
度
で
あ
る
。
カ
ー
ス
ト
制
度
を
否
定
す
る
こ
と
は
ヒ
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ン
ズ
ー
教
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
又
あ
る
意
味
で
は
、
十
億
以
上
の
国
民
の
暮
ら
し
を
守
る
方
策
で
あ
る

か
も
知
れ
な
い
。
（他
の
職
に
就
か
せ
な
い
カ
ー
ス
ト
制
度
）

特
に
イ
ン
ド
女
性
に
と
り
、
厳
然
と
し
た
慣
行
に
よ
る
カ
ー
ス
ト
制
度
は
、
性
別
、
カ
ー
ス
ト
の
階
級
、
世

襲
制
な
ど
に
よ
り
差
別
さ
れ
、
い
つ
ま
で
経

っ
て
も
越
え
ら
れ
な
い
壁
に
直
面
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
カ
ー
ス
ト
制
度
を
打
破
し
、
イ
ン
ド
国
民
の
近
代
化
を
支
援
す
る
た
め
に
多
く
の
同
は
長
年
に

わ
た
り
経
済
的
な
支
援
を
繰
り
広
げ
て
き
た
が
、
と
り
わ
け
日
本
の
支
援
は
際
立
っ
て
い
る
。

イ
ン
ド
に
対
す
る
日
本
の
貢
献
は

日
本
は
イ
ン
ド
に
対
し
て
、
今
ま
で
も
大
き
な
貢
献
を
し
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
政
府
開
発
援
助

（Ｏ
Ｄ

Ａ

一
二
〇
〇
八
年
―
二
〇

一
二
年
総
計
、
外
務
省
資
料
）
で
は
、
円
借
款
約
四
兆
円
、
無
償
資
金
協
力
、
約
九

百
億
円
、
技
術
協
力
、
約
二
百
六
十
二
億
円
で
あ
り
、
ま
た
他
国
と
の
．
「対
イ
ン
ド
向
け
経
済
協
力
」
の
国
際

比
較
で
も
、
①
日
本

（７
９
６
百
万
ド
ル
）
が
ト
ッ
プ
の
座
で
あ
り
、
次
に
②
ド
イ
ツ

（４
９
６
百
万
ド
ル
）
、

③
イ
ギ
リ
ス

（４
５
３
百
万
ド
ル
）
、
④
ア
メ
リ
カ

（８
１
百
万
ド
ル
）
、
⑥
フ
ラ
ン
ス

（７
６
百
万
ド
ル
）
と

続
い
て
い
る
。

水
に
関
す
る
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ
る
具
体
的
な
支
援
は
、
二
〇
〇
八
年
、
ケ
ラ
ラ
州
上
水
道
計
画
、
グ
ワ
ハ

テ
ィ
上
水
道
計
画
、
ホ
ゲ
ナ
カ
ル
上
水
道
整
備
、
二
〇
〇
九
年
、
レ
ン
ガ
リ
灌
漑
計
画
、
二
〇

一
〇
年
、
ヤ
ム

ナ
川
都
市
下
水
道
計
画
、
二
〇

一
二
年
デ
リ
ー
上
水
道
改
造
計
画
、
一ス
ン
ャ
ス
タ
ン
州
地
方
給
水

・
フ
ッ
素
症

対
策
計
画
、
西
ベ
ン
ガ
ル
州
プ
ル
リ
ア
県
上
水
道
整
備
計
画
な
ど
で
あ
る
。

九
月

一
日
　
日
印
首
脳
に
よ
る
共
同
声
明

今
年
の
人
月
末
か
ら
九
月
三
日
ま
で
日
本
を
公
式
訪
問
し
て
い
た
モ
デ
ィ
新
首
相
と
安
倍
総
理
と
の
首
脳
会

談
の
結
果
、
共
同
宣
言
が
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
既
に
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
が
報
通
し
て
い
る

の
で
、
水
関
連
の
み
を
述
べ
る
と

「
イ
ン
ド
イ
ン
フ
ラ
金
融
公
社
に
対
す
る
五
百
億
円
の
円
借
款
」
の
供
与
お

よ
び

「
ア
ッ
サ
ム
州
に
お
け
る
グ
ワ
ハ
テ
ィ
下
水
道
整
備
計
画
」
の
百
五
十
億
円
の
円
借
款
の
供
与
、
さ
ら
に

「
ダ
ヘ
ジ
に
お
け
る
海
水
淡
水
化
事
業
」
（日
立
製
作
所
が
約
六
百
億
円
を
投
資
し
、
工
業
団
地
向
け
に
水
供
給

事
業
）
に
関
す
る
関
税
や
水
道
事
業
に
お
け
る
契
約
ス
キ
ム
の
改
善
、
ま
た
タ
ミ
ル

・
ナ
ド
州
の
水
供
給
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
の
開
発
に
関
す
る
両
国
の
協
力
を
確
認
し
て
い
る
。
し
か
し
ほ
と
ん
ど
は
水
道
関
係
で
あ
る
。

イ
ン
ド
の
下
水
道
建
設
に
お
け
る
提
言

大
都
市
に
は
先
進
国
並
み
の
集
中
型
下
水
道
施
設
が
望
ま
れ
る
が
、
広
大
な
イ
ン
ド
全
国
に
先
進
国
並
み
の

下
水
道
パ
イ
プ
を
張
り
巡
ら
す
の
は
、
現
在
の
経
済
状
況
か
ら
み
て
不
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
農
村
部
や
遼
隔

地
で
は
、
日
本
の
戦
後
を
支
え
た
個
別
処
理
が
最
適
で
あ
る
。
つ
ま
り

「合
併
浄
化
槽
」
と
そ
の
汚
泥
を
回
収

す
る

「
バ
キ
ュ
ー
ム
車
の
採
用
」
、
最
後
の
処
理
は
自
治
体
の
拠
点
ご
と
の

「
し
尿
処
理
場
の
設
置
」
で
あ
る
。

今
イ
ン
ド
で
望
ま
れ
て
い
る
の
は
停
電
し
な
い
電
力
供
給
で
あ
る
。
汚
泥
処
理
で
メ
タ
ン
発
酵
を
さ
せ
、
バ
イ

オ
ガ
ス
で
発
電
す
る
ス
キ
ム
が
最
適
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
総
人
口
を
は
る
か
に
超
え
る

一
億
八
千
万
人
の
ダ
リ

ッ
ト
に
新
し
い
労
働
の
機
会
を
与
え
つ
つ
、
し
か
も
発
電
し
な
が
ら
生
活
環
境
改
善
す
る
、
今
イ
ン
ド
が
最
も

望
ん
で
い
る
姿
で
あ
る
。
日
本
に
は
、
こ
れ
ら
の
し
尿
処
理
か
ら
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
ま
で
ソ
フ
ト

・
ハ
ー
ド
の

技
術
は
す
べ
て
整

っ
て
い
る
。
発
展
途
上
国
は
、
と
か
く
水
道
が
中
心
で
あ
る
が
、
イ
ン
ド
の
上
記
の
よ
う
な

状
況
を
鑑
み
、
ま
ず
は
ト
イ
レ
の
糞
尿
を
受
け
入
れ
る

「
し
尿
処
理
場
」
を
含
む
下
水
道
の
建
設
に
注
力
し
、

イ
ン
ド
国
民
全
体
に
安
全
な
生
活
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
急
務
で
あ
ろ
う
。

イ
ン
ド
経
済
の
将
来
は
す
べ
て
ト
イ
レ
次
第
で
あ
る
。
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